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第６波を迎え、NCGMにおける逼迫した救急医療
の現場の様子が、複数のメディアで報道されました

N C G M の 活 動 が 分 か る 情 報 誌

国立国際医療研究センター（NCGM）におけるさま
ざまな活動を紹介する「Feel the NCGM Plus」第2
号です。表紙の写真は救命救急センターの様子です。

センター病院における救急車の受入実績は、都内随
一です。３次救急患者の受入は、医療危機が危惧さ
れた第５波（昨年８月）において、253件に上りまし
たが、第６波（今年1月）では274件とさらに上回り
ました。新型コロナ感染拡大の影響で救急車を呼ん
でもすぐに搬送先が見つからない「救急搬送困難事
案」が続発しました。

Feel the NCGM Plus

→ 詳細は次ページへ

２月、救命救急センターの様子。手前は植村樹医師、中央に髙橋善一診療放射線技師
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センター病院の救命救急センター
は、１月に入るとオミクロン株の
感染拡大に伴うようにして、３次
救急患者の受入状況が逼迫してい
きました。２月に入ってもその状
況は変わりませんでした。都内で
コロナ向けの病床を増やしたこと
で、他の患者の受け入れが困難に
なっているためです。

救急指定病院では「初期救急」「2
次救急」「3次救急」の3段階の医
療体制に分かれています。3次救急
は、脳卒中や心肺停止など特に症
状が重く、緊急性も高いため、救
急医療の「最後の砦」といわれて
います。

救命救急センターのホワイトボー
ドには、患者さんの情報用紙がず

らりと張り出されています（表紙
写真）。もともと冬場は特に脳卒
中や心・大血管疾患などの急患が
増える時期ですが、搬送されるの
は、体や頭に外傷を受け危険な状
態の患者さんもいます。

夜になると、病床がなかなか空か
ないため、救命救急センターの前
には救急車が数台横付けされて、
車内で処置を受ける患者さんもい
ました。救急隊が病院に電話をか
け続けても行先が見つからない、
当てもなく探すよりもベッドが空
く可能性を待って、救急車は待機
を選ばざるを得ない状況でした。

２つの蘇生室と６つある救急診療
ブースが満杯となっている日々が
続きました。

木村センター長（手前）と救命救急士 救急隊からの電話を受ける医師

木村昭夫救命救急センター長は「基
本的に救急受入要請は断らないのが
当院の方針ですが、要請の半分程度
しか受け入れられない異常な事態も
続いた」と話します。同時に感染拡
大の影響で医療従事者に欠勤も生じ
ています。「救急の現場でクラス
ターを発生させない、医療従事者を
健康な形で保つことが最も大事なこ
とだと思います」と述べました。 救命救急センター前の救急車
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冒頭、國土理事長は、センター病
院で1301人の新型コロナ患者を
受け入れていることを述べました。
COVIREGI-JPは､全国の医療機関

（左から､齋藤翔医師、大曲センター長、國土理事長、松永室長、松下室長、杉浦亙CCS長）

冒頭の挨拶を行う國土典宏理事長

１月１８日、第１０回メディア勉強会「COVID-19に関する
レジストリ研究COVIREGI-JP」を開催しました

プレゼンを行う松永展明室長

プレゼンを行う松下由実室長

に入院されたCOVID-19患者さんの
症例情報を収集した、日本最大の
COVID-19レジストリです。これを
活用して“第５波”を総括し、松永室
長が重症者や死亡者の推移、併存
疾患、薬物投与について説明しま
した。
続いて、松下室長は、喫煙状況と
新型コロナウイルス感染による重
症化リスクについて説明し、参加
したメディアから、活発な質疑応
答がありました。本勉強会の模様
は、後日TV・主要新聞などで記事
化され、話題を呼びました。
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本学術集会は、国際臨床医学会の
年次集会として毎年開催されてい
ます。昨年度の学術集会で広く社
会にアピールされた「グローバル
ヘルス大阪宣言2020」の７つの
重点項目「国際協力の推進」「だ
れひとり取り残されない対策への
配慮」「感染症対策」「非感染症
疾患対策」「国境を越える人々へ
の医療」「PHCとUHCへの取り組
み」「グローバルヘルス教育」が、
この１年間のコロナ禍にあっても
発展的に同学会に生かされ、約束
したコミットメントが果たされて
いることを確認しました。

國土理事長の講演では、１年間の
国際臨床医学領域のダイナミック
な変化、特に新型コロナウイルス
感染症の第３波から第５波を通し
てNCGMが果たした総合病院の機
能と役割が紹介されました。
特別講演では武見敬三参議院議員
から、「COVID-19対策への国内
の体制づくりとGlobal Healthの
戦略」とのテーマで、様々な政策
の 紹 介 や 、 国 際 臨 床 医 学 会 ・
NCGMが果たすべき役割などが力
強く話されました。

会長講演を行う國土理事長

講演する大曲国際感染症セ
ンター長と座長の溝上雅史
プロジェクト長（手前）

2021年12月11日、第6回国際臨床医学会学術集会
「テーマ：ポストコロナへの７つの約束」が開催されました

（後列左から）針田哲企画戦略局長、狩野繁之部長・学会事務局長、北潔長崎大
TMGH研究科長 （前列左から）國土典宏理事長、武見敬三参議院議員

本学術集会はハイブ
リッドで開催され、
延べ61演題、400人
余りの参加登録があ
り、100名を超える
現地参加がありまし
た。
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「健康・医療のデジタル改革に向
けて-MEJ四次元医療改革研究会
－近藤達也先生追悼シンポジウ
ム」が開催され、第１部で國土理
事長が「医療のデジタル化改革が
何故必要か？臨床医の立場より」
と題した特別講演を行い、第３部
で美代医療情報基盤センター長が
「国民のためのデジタル医療基盤
としての電子カルテ－電子カルテ
改革の方向と進むべき道－」と題
して講演しました。

國土理事長は、自身も関与してい
る「肝癌レジストリ」、「CIN（ｸﾘ
ﾆｶﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜ-ｸ） 事 業 と RWD
の活用」、「COVID-19レジスト
リ」、「J-DREAMS（診療録直結
型全国糖尿病ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ事業）」に
ついて説明しました。また今後の
展望として「JASPEHRプロジェク
ト－国立高度専門医療研究セン
ター医療研究推進部（JH）研究事
業－」(ベンダーに依らず様々な疾
患の情報を集積するシステムの構
築)、ゲノム・データ基盤の構築に
向けた取り組みについて言及しま
した。また「カルテは患者さんの
もの、患者さんがどこの医療機関
に行っても持ち歩けるもの、５年
経って病院のカルテがなくなるの
であれば、それは患者さんがずっ
と持っていていいはずだと思いま
す」と語りました。

12月7日、「近藤達也先生追悼シンポジウム」が開催され、
國土典宏理事長、美代賢吾センター長が講演しました

美代センター長は「国民皆保険下
の医事会計システムは、世界最強
の医療情報収集ツール」と語り、
「近藤先生からは、医療界、産業
界、国・政府、国民、この全体が
がんばらないといけない、全体が
共通して取り組んでいく改革が必
要だ、というご意見をいただきま

した」と紹介しました。
「国民のための合理的医療を追求す
るツールとしての電子カルテシステ
ムの改革にむけた提言」
（2021.9.30提出版）は、
https://medicalexcellencejapan.o
rg/jp/yojigen/からご覧ください。

美代賢吾医療情報基盤センター長

↑ 國土理事長の講演スライドより

https://medicalexcellencejapan.org/jp/yojigen/
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2021年12月21日、YOSHIKIさんがNCGMを来訪され、
紺綬褒章授与式を行いました

YOSHIKIさんから、令和2年4月
10日にご寄附の申し出をいただ
き、同年4月10日に1,000万円を
受領しました。ご寄附の目的は
「新型コロナウイルス感染症対策
のため、というものです。
國土典宏理事長は「紺綬褒章ご受
章、本当におめでとうございます。
昨年４月にご寄附をいただいたと
きには、私たち職員一同飛び上が
るばかりにびっくりしましたが、
大変うれしく思いました。
あの頃は、第一波が始まったばか
りで、私たちはどうしていいかわ
からない中で困難に立ち向かって
いました。
YOSHIKIさんからご寄附をいた
だいてSNSなどいろいろなところ
に広がり、そのあと多くの方から
続いてご寄附をいただきました。

本当に温かい支援をいただいて私
たちはここまで頑張ってこられま
した」と述べました。
約２年ぶりに日本に帰国されたと
いうYOSHIKIさんは「改めて、
このような栄誉な章をいただき大
変光栄に思います。
これから
も少しで
も皆さん
の力にな
れるよう
に、支援
を続けた
いと思い
ます」と
コメント
されまし
た。

（左から）杉山温人院長、YOSHIKIさん、國土典宏理事長、佐藤朋子看護部長

YOSHIKIさん（理事長室にて）
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2022年2月9日、國土理事長は、津島淳（じゅん）衆議院議員事
務所を往訪し、紺綬褒章授与式を行いました

令和３年２月19日に津島淳衆議院
議員からご寄附の申し出があり、
同年３月9日に2,000万円を受領
しました。ご寄附の目的は「セン
ター病院の業務に役立てるため」
とのことです。
授与式の前に、津島議員から新型
コロナウイルス感染症の現在の感
染状況、感染症有事における司令
塔の必要性のお話など、医療に対
する熱い思いを伺いました。
授与式で、國土典宏理事長は「お
めでとうございます。そしてこの
度は多額のご寄附を賜りまして、
ありがとうございました」と述べ
ました。

津島議員は「母が入院した時には
大変お世話になりました。家族も、
そして母自身も病院の本当に献身
的な医療に感謝しておりました。
この寄附が少しでも病院のお役に
立てばと思います」と述べました。

（左から）國土理事長、津島議員、竹林経治補佐

2021年12月8日、リシャールミルジャパン株式会社に、紺
綬褒状授与式を行いました

同社から、令和2年7月16日に寄附
の申し出があり、同年11月2日に
1,700万円を受領しました。ご寄
附の目的は「新型コロナウイルス
感染症対策に関する業務や研究に
役立てるために」というものです。
杉山センター病院長は「日本、世
界で蔓延した新型コロナウイルス
感染症に関してのご寄附、本当に
感謝の気持ちでいっぱいです。職
員一同、これからもがんばってい
くという使命感のもと、奮闘して
います。御社は、創業からわずか
20年で、いまや世界的な超高級時
計ブランドを確立されていると承
知しております」と述べました。

佐藤看護部長も「世界から自分た
ちの仕事が認めてもらえていると
いうことが、大きなエネルギーと
なっています」と感謝の意を表し
ました。

（左から）佐藤朋子看護部長、川﨑圭太
代表取締役社長、杉山温人院長、 山田
賢二統括事務部長
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１2月15日、研究所主催の冬季リトリート2021がオンライ
ンで開催され、165名が参加しました

リトリート (retreat) とは、「退
却・静養」などの意味があります
が、研究の分野では、普段と異な
る環境で、研究の見直しや成果の
公表などを行い、さらなる発展を
目指す機会を指しています。
今回は、５つのセッション、23演
題が発表されました。満屋裕明研
究所長は、開会挨拶で次のように
述べました。
「私達と私達の科学が目指すもの
がどうあるべきか。『高いレベル
の科学研究』『新しい知識の創出
につながる大きな可能性があり、
疾患の予防・治療の進歩につなが
ると思われるもの』『国民の健康

に重要で、一定の頻度と死亡率を
有する特定の疾患に対応するも
の』『複数の科学領域で主要な発
見をもたらすと思われるもの』
『研究の進展に寄与する科学的な
下部構造を形成・維持するもの』
私達の科学的な活動は、これらの
どれかに当てはまるものと思いま
すし、私達はそれを目指す必要が
あると思います。」

満屋裕明研究所長の開会挨拶

運営を担当した植木浩二郎糖尿病研究
センター長

國土理事長の講評

國土典宏理事長は、講評で次のよ
うに述べました。
「冬のリトリートは重厚な発表ば
かりで素晴らしかったと思います。
NC（ナショナルセンター）の評価は毎
年行われていますが、研究開発に
関する評価は５年連続で「S」、
最高の評価をいただいております。
これも研究所の皆様の切磋の賜物
であると感じております。
特にCOVID-19に関する研究や難
病ゲノムに関してはNCGMが中心
に進めるようにという役割をいた
だいています。COVID-19だけで
はなく、糖尿病、脂質代謝、肝
炎・免疫、多くの特筆すべき課
題・成果があると改めて認識した
次第です。」
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各プロジェクト長、部長の採点
集計の結果、今回は優秀賞が２
名、最優秀賞が１名に贈られま
した。

優秀賞の鈴木春巳・免疫病理研究部長

最優秀賞を受賞した反町典子
分子炎症制御プロジェクト長

優秀賞の考藤達哉・肝疾患研究部長

１月11日、国府台病院 心療内科は、摂食障害全国支援セ
ンター：「相談ほっとライン」を開設しました

この「相談ほっとライン」は、摂
食障害の患者さん・ご家族・関係
者の皆様からの相談に電話で対応
し、摂食障害の早期発見と受診に
つなぐことを目的としています。
摂食障害の患者さんは、その病態
に関連した体重増加への不安感な
どのため、ご家族が心配して受診
を促しても、患者さんが来院され
ないことも多いことが問題となっ
ています。そのため、患者さん本
人の孤独感や周囲の対応の仕方、
受診先の相談などに関して、来院
よりも垣根の低い、電話相談や
TwitterなどのSNSによる情報発
信が、本疾患の初期対応には有用

です。
「相談ほっとライン」（河合啓介
心療内科診療科長）は、患者さん
だけでなく、ご家族、学校関係者、
医療福祉専門職の方のご相談にも
対 応 し て い る 電 話 相 談 で す 。
Twitter、Facebook、Instagram
などのSNSでも
情報発信を行っ
ています。

詳細：
https://sessyoku-hotline.jp/

https://sessyoku-hotline.jp/
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NCGMは、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組
織委員会から感謝状を授与されました

NCGMは、2021年7月～9月に開
催された東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会（以下、オリ
パラ）において、オリパラ組織委
員会の要請に基づき、以下のよう
な支援活動を行い、橋本聖子会長
から感謝状が授与されました。
■ 感染症対策司令塔への支援
感染症対策の司令塔であるオリパ
ラ組織委員会感染症対策センター
の機能強化を目的に、NCGM国際
医療協力局から65日間にわたり、
延べ69名の医師を派遣しました。
その活動内容は、公衆衛生英文デ
イリーレポートの作成や大会関係
者のCOVID-19感染状況の取りま
とめなどです。
■ 選手村における感染予防対策強
化への支援
NCGM国際医療協力局は、選手村
にCOVID-19濃厚接触アスリート
を対象とした検査エリアの立ち上

げと運営を行ないました。国際医
療協力局および国立看護大学校か
ら53日間にわたり、延べ273名の
職員を派遣し、濃厚接触者検査エ
リアの検査体制構築と運営、検体
採取、結果集計、多言語サポート
等を行ないました。その結果、多
くの検体を取り扱い、オリパラ関
係者の感染予防対策の強化に貢献
しました。

■ センター病院におけるオリパラ
関係者の診療
センター病院では、各国のオリパ
ラの関係者で、診療が必要なケー
スに、救急科や国際感染症セン
ター(DCC）をはじめとする、多
くの部門で対応しました。国際診
療部や医事管理課はそれらの調整
を行い、センター病院全体として
オリパラの関係者に対する診療に
貢献しました。

組織委の宮本哲也（前）医療ｻｰﾋﾞｽ部長とNCGM側のオリパラ関係者の記念撮影
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2021年11月23日、NCGMは、宮城県東松島市から「震
災特別感謝状」を授与されました

2011年3月11日、マグニチュード
9.0を記録した東日本大震災発生の
6時間後に、NCGMは宮城県仙台市
に DMAT （ Disaster Medical
Assistance Team：災害派遣医療
チーム）一次隊を派遣し、その後
引き続いて、東松島市に国際医療
協力局を中心とする保健チームと
NCGMセンター病院・国府台病院
を中心とする医療チームを途切れ
なく派遣し続けました。派遣した
スタッフは、2011年7月31日まで
で合計52隊、延べ273名にのぼり
ます（2013年12月12日までで合
計102隊、延べ341名）。
NCGM国際医療協力局は、その後
も東松島市の保健師さんたちへの
支援を継続してきました。
このような未曾有の大災害におい
ては、短期的な緊急支援だけでな
く、長期的な復旧・復興支援が必

要となります。これまでもNCGM
の支援の中心は、現場で働く医療
関係者を主役と見なした地域の保
健医療システムの再構築への支援
です。こうしたアプローチは、従
来国際医療協力局を中心に低中所
得国を舞台に技術支援の現場で活
動しており、東日本大震災での支
援活動においても、NCGMが国際
保健医療協力の現場で培ってきた
数多くの経験が活かされています。

2021年度版 腹膜播種診療ガイドライン
合田良政、矢野秀朗（外科）小島康志（消化器内科）ほか◆分担執筆

NCGM職員の著書紹介

腹膜播種は、腫瘍細胞が腹腔内に
散布された形で多数の転移を形成
する予後不良の病態です。2019
年、複数の診療科から構成された
「日本腹膜播種研究会」を設立し、
臓器横断的な観点から議論を行う
ことによって、腹膜播種患者の予
後向上に貢献することを目指して
活動することになりました。「腹

膜播種診療ガイ
ドライン」の作
成は、その最初
のプロジェクト
です。

金原出版
2021年8月
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横井庄一さん帰国５０周年記念番組「恥ずかしながら」に、
センター病院 新井神経内科診療科長が取材協力しました

1972年2月、横井さん（当時56
歳）はグアム島から31年ぶりに帰
国、ジャングル生活28年を耐えた
元日本兵を多くの人々が迎えまし
た。番組で、横井さんの200枚余
りのカルテ、その中身が明らかに
なりました。84日間のカルテには、
“錯乱あり、亡霊の声、幻覚、捕
虜になる夢”、心の奥のことまで
が記載されていました。
横井さんが帰国して入院したのは、
国立東京第一病院、現在のセン
ター病院です。神経内科新井憲俊
診療科長が取材に応じました。
「9～10ヘルツくらいが普通のア
ルファ波として記録されるが、そ
れが全くと言っていいほどない。
ほとんどの人が脳波の検査をする

と睡眠、寝てしまいます。深い睡
眠になる人はいないが、横井さん
の（脳波記録）を見るとそれが全
くない」と語ります。“はりつめ
ていた状態”が続いていたようで
す。「おそらく栄養が偏ってしま
い、末梢神経障害で足がしびれた
り、力が入らない病態があった、
と予想されます」と新井先生。
カルテには、横井さんが生き抜く
ことができた精神医学的理由が記
されていました。「比較的年長者
だった」「素質的に要求水準が低
い」「素朴な宗教心があった」な
どです。CBCテレビ（本社：名古
屋）の番組は、横井さんのカルテ
を通じ「あの時代に二度と後戻り
してはならない」と訴えています。

国立東京第一病院（当時） 横井さん退院時の記者会見

↑ 国立東京第一病院入院の様子
↖ 取材に応じる新井憲俊先生

画像提供：CBCテレビ 画像提供：CBCテレビ

画像提供：CBCテレビ 画像提供：CBCテレビ
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日本主導のアジア国際共同臨床研究・試験ネットワーク
「ARISE（アライズ）」が発足しました （寄稿） 臨床研究センター

12月、臨床研究センターは、アジ
アにおける臨床研究・治験実施体
制の基盤整備を目的とした「アセ
アン東アジア国際共同臨床研究ア
ライアンス（ARO；Alliance for
ASEAN & East Asia 、 略 称
ARISE）」を発足しました。9日
には ARISE キックオフ会議をオ
ンライン開催し、アジアをはじめ
世界各国から約70人の関係者が参
加しました。同会議で10の加盟機
関（※1）、およびパートナーであ
る欧米の臨床研究ネットワーク
（※２）の紹介を行い、今後の活動
や国際連携について議論を行いま
した。また同日、NCGMがMOU

を締結したアジアの6研究基幹施
設とのMOU署名合同セレモニー
を開催しました。各施設の代表者
が出席し、将来におけるさらなる
臨床研究協力への抱負と、NCGM
への期待について述べました。
国際的に脅威となる感染症のみな
らず、希少疾患分野等の臨床研究
においても国際協力は必須と言え
ます。ARISEは、国際協力を担う
研究ネットワークとして、引き続
き国内外の各ステークホルダーと
協力し、迅速かつ低コストの医薬
品・医療機器等開発を通じて、グ
ローバルヘルスに貢献できるよう
努めてまいります。

ARISEキックオフ会議の様子

（※１）タイ・ Faculty of Medicine Siriraj Hospital Mahidol University （NCGM連携オ
フィス設置済）, インドネシア・University of Indonesia (NCGM連携オフィス開設予定), 
Mochtar Riady Institute for Nanotechnology, フィリピン・The University of the 
Philippines Manila（NCGM連携オフィス設置済）,  Corazon Locsin Montelibano
Memorial Regional Hospital, Manila Doctors Hospital, ベトナム・Bach Mai Hospital
（NCGM連携オフィス設置済）, 日本・大阪大学、長崎大学
（※２）Clinical Research Initiative for Global Health (CRIGH) , 欧州・European 
Clinical Research Infrastructure Network (ECRIN) , 米国・MRCT Center of Brigham 
and Women’s Hospital and Harvard (MRCT Center)
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2021年12月23日、国府台病院「児童精神科ウインター
ウエビナー2021」を開催しました

児童精神科診療科長 宇佐美 政英

NCGM国府台病院児童精神科では、
今年度もサマーウエビナー同様に、
コロナ禍で病院見学が十分にでき
ない状況を鑑み、医学生４年生以
上を対象としたウインターウエビ
ナーを開催しました。

当日は18時からMicrosoft Teams
を利用して90分間実施し、全国
39大学から50名の医学生（4年生
13名、5年生25名、6年生4名、既
卒8名）と8名の初期研修医が参加
しました。

講義形式で児童精神医学総論と児
童精神科医になるための制度を説
明したうえで、チャットによるリ
アルタイムの質問を受け付けまし
た。現役の児童精神科レジデント
数名も参加して、そのキャリアパ
スについて活発に話し合いました。

本年度は、オンラインセミナーを
併用したこともあり、児童精神科
の見学、セミナー合わせて過去最
大の175名が参加しました。全国
的にまだまだ不足している児童精
神科医になりたいという各地の医
学生の希望に沿った見学・研修プ
ログラムを今後も策定していきた
いと思います。

2015年から43都道府県、75大学
から延べ447名の見学、セミナー
申し込みを受け付けてきておりま
す。次年度はスタッフの数が減り
ますが、増加する児童精神科医を
目指す医学生や初期研修医たちの
熱意に応える魅力ある研修プログ
ラムを検討していきたいと考えて
おります。

申し込み件数の推移
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12月20日、児童精神医学と心理臨床セミナーを全国の
大学院生を対象に、オンラインで開催しました

児童精神科診療科長、心理指導室長 宇佐美 政英

NCGM国府台病院児童精神科では
大学院生の学生実習も引き受けて
おり、これまでも多くの心理士の
養成の一端を担ってきました。今
年度は初めての試みとして、医学
生を対象としたウエビナーや研修
会をオンラインで開催してきたス
キルを応用して、全国の公認心理
師の養成カリキュラムを持つ大学
院に在籍する修士もしくは博士課
程の大学院生向けのセミナーを開
催しました。

当日は18時からMicrosoft Teams
を利用して60分間開催しました。
全国、29大学院（東北：1校、関
東：14校、近畿：4校、中国・四
国：5校、九州：5校）から合計
68名の大学院生（修士課程60名、
博士課程8名）の申込がありまし
た。セミナーでは、当院のスタッ
フから「児童精神医学総論」と
「児童精神科における公認心理師
の 仕 事 」 を 説 明 し た う え で 、
チャットによるリアルタイムでの

質問を受け付けました。特に大学
院生たちの事前アンケート結果か
らは、心理検査の解釈や遊戯療法
といったアセスメントや介入技法
だけでなく、「発達障害」や「不
安障害」などの精神医学的な領域
にも興味が高い結果でした（図１、
2）。

国府台病院心理指導室の公認心理
師3名も参加し、そのキャリアパ
スについて話し合いました。その
なかでも強調して伝えたことは、
児童精神科医療は不足する児童精
神科医だけでは成立しないという
ことです。

近年、児童精神科において公認心
理師による臨床現場での活躍は多
岐にわたり、その存在はなくては
ならないものです。全国的に不足
している児童精神科医とともに子
どものたちのこころの支援に携わ
る心理職を目指す学生たちの見学
や研修プログラムを策定していき
たいと思います。

図1：興味のある介入技法 図2：興味のある領域
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ACCは、AMEDとJICAが共同で実

施する地球規模課題対応国際科学

技術協力プログラム（SATREPS）

のもと、2019年から「ベトナム

に お け る 治 療 成 功 維 持 の た め

の”bench-to-bedside system”構

築と新規HIV-1感染阻止プロジェ

クト」として、ハノイ医科大学と

抗HIV療法モニタリングシステム

の 構 築 や HIV 曝 露 前 予 防 内 服

（ Pre-exposure prophylaxis,

PrEP）等の共同研究を実施してい

ます。

同プロジェクトでは、若手研究者

の交流を目的にワークショップを

定期的に開催しています。2021

年12月は「コロナ禍における性感

染症およびPrEP」をテーマとして、

COVID-19発生前後での性感染症

罹患率やPrEP継続率の変化、ベト

ナ ム で 新 た に 導 入 さ れ た Tele

PrEP（郵送による検査と

内服薬の提供）の実施状

況等、PrEPの拡大と性感

染症のモニタリング等に

ついて活発に意見を交わ

しました。

2022年1月には、第２回

合同調整委員会を開催し、

活動のメインカウンター

パートであるベトナム国

立熱帯病病院（NHTD）

をはじめ、ハノイ医科大

学やベトナム保健省エイズ予防局

（VAAC）、熊本大学、 JICA本

部・ベトナム事務所やAMED から

40名弱が参加して、プロジェクト

の進捗や課題、今後の計画を共有

しました。

同プロジェクトの活動は残すとこ

ろあと2年。これまで構築してき

た抗HIV療法モニタリングシステ

ム等や各地域病院間の連携をどの

ようにベトナムへ移行し、政策へ

反映させていくか、は重要な課題

の一つです。今回、この点につい

てNHTDやベトナムHIV/エイズ対

策の要であるVAACの方々から積

極的なコメントをいただきました。

ACCは、同プロジェクトの成果を

活かして、これからもベトナムに

おけるHIV/エイズ対策に持続的に

貢献してまいります。

ACCでは、ベトナムにおけるHIV/エイズ対策プロジェク
トを実施しています （寄稿）エイズ治療・研究開発センター（ACC）

ハノイ医科大学とのワークショップ
（左上から時計回りに、水島医師とACCスタッフ、
ハノイ医科大学研究チーム、ハノイ医科大学Giang教
授、岡慎一ACC長）
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2022年2月11日、第5回「薬剤耐性（AMR）あるある川
柳」入賞作品が発表されました

AMR臨床リファレンスセンターは、
一般部門から金賞、銀賞 各1作品、
医療従事者部門から金賞、銀賞 各
1作品、佳作10作品、一般投票か
ら｢いいね賞｣1作品の入賞を決定し
ました。
大曲貴夫AMR臨床リファレンスセ
ンター長は「薬剤耐性は、新型コ
ロナウイルス感染症と同様に目に
見えないうちに広がります。
切り札の抗菌薬が効かないために、
医療が困難になったり、私たちの

日常生活を変えてしまう大きな問
題です。今回の応募作品は、新型
コロナウイルス感染症の流行や感
染対策を意識したもの、使える抗
菌薬を残すためにできること、世
相を反映したもの、そして医療従
事者の心のつぶやきなど、あらゆ
る観点から薬剤耐性を考えていた
だきました。薬剤耐性や抗菌薬の
正しい知識が少しずつ、世の中に
広がってきていることを実感して
います」と述べています。

1月24日、NCGM戸山地区では団体献血に協力しました

献血は人命を救う大切な社会貢献
活動です。戸山地区では、人間
ドックセンター前において日本赤
十字社の団体献血に協力しました。
当日の献血申込者は28名、うち献
血した方は26名でした。日本赤十
字社東京都赤十字血液センターよ
り感謝の言葉をいただきました。

NCGMでは、今後もこうした協力
を続けていきます。
。

写真：杉山温人院長、國土典宏理事長、針田哲企画戦略局長（献血バスの前で）
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2021年12月6日、肝胆膵外科・稲垣冬樹医師の「留学帰
国報告会」がオンライン開催されました

稲垣冬樹医師は、2018年5月から
織田記念事業の研修制度で、3年
間、NIH（米国国立衛生研究所）、
National Cancer Institute（国立
がん研究所）に留学していました。
満屋裕明研究所長は「稲垣先生が
大きな成果を挙げて帰国され、私
も安心しています」と述べました。

稲垣医師は、4年前NIHの小林久
隆先生によって開発された新しい
がん治療法「光免疫療法」の講演
を聞いて、小林先生のもとでの留
学をすぐに希望したとのことです。
稲垣医師は「光免疫療法のトラン
スレーショナルリサーチに携わっ
て」と題して講演しました。

稲垣冬樹医師 満屋裕明研究所長 竹村信行肝胆膵外科診療科長

日本医師会セミナーで、コロナによる罹患後症状（後遺症）
について、森岡慎一郎医長がインタビューを受けました

国際感染症センターの森岡医長は
457人の患者さんについて発症
（診断）から半年が過ぎても何ら
かの症状が残る人が26％、約９％
は１年後も症状（倦怠感や嗅覚障
害など）があることを話しました。
症状の原因を特定するうえで、新
型コロナウイルスはACE2受容体
を介して細胞に侵入しているので
はないか、というものが有力です。
この受容体は、体内の至るところ
にあるため、罹患後症状も至ると
ころで様々な形で現れているので
は、と考えられます。

森岡医長は「ワクチンを2回接種
している人は、そうでない人に比
べて罹患後症状が出にくいことが
分かってきました。基本的な感染
防止対策であるマスク着用や手洗
い、換気などを続けて、ワクチン
をしっかり打つことが大切です」
と語りました。

日本医師会YouTube「森岡医長動画」https://www.youtube.com/watch?v=WP8EC-Q3C9A

（12/28朝日新聞掲載）

https://www.youtube.com/watch?v=WP8EC-Q3C9A
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11月19日、JICA東京を國土理事長らが訪問しました

國土理事長、杉山センター病院長、
針田企画戦略局長、池田国際医療
協力局長、竹林理事長特任補佐、
明石国際医療協力局運営企画部長、
杉浦国際診療部長が、幡ヶ谷の
JICA東京を訪問しました。
JICA東京は研修のための講義室や、
研修生のための宿泊棟やレストラ
ン、診療所などを完備する総合研
修施設で、JICA井本佐智子
理事、田中泉東京センター
所長、中村哲也東京センター
顧問医、野田英夫東京セン
ター次長、河添靖宏JICA人
事部健康管理室長と面談を
行いました。
NCGMは、JICA事業に対し
て、長年低中所得国への専

門家派遣や、多くの国からの研修
受入れなどを行ってきたほか、
JICA東京に対しても講師派遣や診
療所への職員派遣なども行ってき
ました。今回は、JICA東京の海外
からの研修生などが日本滞在中に
健康問題があった場合、NCGMセ
ンター病院の患者受入れなどにつ
いての打ち合わせを行いました。

2021年12月11日（土）、第19回国立病院看護研究学会
学術集会が開催されました （寄稿）センター病院看護部

本集会は「看護の創造から変革へ
～柔軟な変化への挑戦～」をメイ
ンテーマに、オンラインで開催さ
れました。
学術集会長であるセンター病院の
佐藤朋子看護部長が「COVID-19
対応から得たもの～看護管理にお
ける実績と今後の課題～」と題し
基調講演を行いました。この中で
COVID-19対応を振り返り、看護
師による患者・家族にとって看護
の提供の追求や創造があったから
こそ、これまでの困難な状況に柔
軟に対応することができたことが
報告されました。

大曲貴夫国際感染症センター長が
「COVID-19感染拡大下における
最前線での活動」について、特別
講演を行いました。国府台病院、
国立看護大学校を含み、参加登録
者数は610名に上りました。

大会長の佐藤看護部長と運営委員
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2021年はレッドリボン30周年～世界エイズデー パネル
展のご紹介とACC設立25周年に向けて～

（寄稿） エイズ治療・研究開発センター（ACC）

センター病院アトリウムでの展示

2021年は米CDCによりエイズの
症例が初めて報告されてから40年、
そしてレッドリボンの30周年にあ
たります。1988年、WHOが12月
1日を「世界エイズデー」と定め
エイズに関する啓発活動等の実施
を提唱、昨年NCGMとMOUを締結
したUNAIDS（国連合同エイズ計
画）も、1996年からこの活動を
継承しています。
世界エイズデー前日の11月30日
夕方から12月14日まで、セン
ター病院中央棟B1のアトリウムで
レッドリボン登場の背景やACCの
理念と役割､現在進行中の研究に
ついて、国連HIV/エイズハイレベ
ル会合や世界エイズ戦略等、国際
社会の取り組みを紹介するパネル
展を開催しました。

“レッドリボン（赤いリボン）”は、
古くからヨーロッパに伝承される
風習のひとつで、もともと病気や
事故で亡くなった人々への追悼の
気持ちを表すものでした。この
“レッドリボン”がエイズのために
使われ始めたのは、アメリカでエ
イズが社会的な問題となってきた
1990年ごろ。ニューヨークの芸
術家らによってエイズで死亡する
仲間たちに対する追悼の気持ちと
エイズに苦しむ人々への理解と支
援の意思を示すため、“赤いリボ
ン”をシンボルにした運動が始ま
りました。
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「U＝U ウイルスが検出されな
いと感染しない (Undetectable=
Untransmittable)」のメッセージ
を昨年の広報誌でご紹介しました
が、今なお“HIV”・“エイズ”と聞
いて、“死の病”を連想する方は少
なくありません。治療の進歩によ
り、HIV陽性となったとしても早
期診断・早期治療によりエイズの
発症を防ぎ、治療を継続すること
でウイルスが検出されないレベル
までHIVを抑えることができるよ
うになっています。

薬害エイズ裁判の和解をふまえ被
害者救済の一環として設立された
ACCは、今日に至るまで院内外の
多くの方々にご支援いただいてお
り、この場を借りて御礼申し上げ
ます。

2022年、ACCは25周年を迎えま
す。今後ともご指導賜りますよう
お願い申し上げます。
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1月27日、日本疫学会から、井上陽介予防医学研究室長が
Paper of the Year賞を受賞しました

受賞題目は「BMIとCOVID-19ワ
ク チ ン 接 種 後 の SARS-CoV-2
Spike IgG 抗体価の関連ー性差に
よる検討ー」です。発表では、ワ
クチン2回接種後の抗体価は、男
性では肥満度の増大とともに直線
的に低下していたが、女性では肥
満度との関連を認めなかったこと
を報告しました。
山本研究員は「本受賞演題は、
NCGM職員の皆様に参加者となっ
ていただいている職員抗体調査か
らの成果であり、NCGM職員の皆
様、そして調査関係者の皆様に深
く感謝申し上げます。職員抗体調
査は今後も感染フェーズに応じて

定 期 的 に 実 施 し て い き ま す 。
NCGM内部からのCOVID-19に関
するエビ
デンスの
発信に引
き続き努
めてまい
ります」
と語りま
した。

1月２７日、第32回日本疫学会学術総会で、山本尚平 疫学・
予防研究部上級研究員が、優秀演題賞を受賞しました

日本疫学会の学会誌 Journal of
Epidemiologyに2021年に掲載さ
れた論文の中から、井上室長の筆
頭著者論文がPaper of the Year
（最優秀論文賞）に選出されまし
た。

題目は「Loss of working life 
years due to mortality, sickness 
absence, or ill-health 
retirement: A comprehensive 
approach to estimating disease 
burden in the workplace」です。
この論文は職域多施設研究（ J-
ECOHスタディ）のデータをもと
に、職場における疾病負荷を包括
的に評価する方法を提案したもの
です。
井上室長は「J-ECOHスタデイで
収集したデータを活用しながら、
働く人々の健康を推進する研究を
これからも展開していきたい」と
語りました。



Feel the NCGM Plus 23

島根県津和野町「森鷗外旧宅」を訪ねて
（寄稿） NCGMセンター病院副院長 丸岡 豊

12月３日、NCGM特別名誉総長
森林太郎（鷗外）先生の旧宅があ
り、「余は石見人森林太郎として
死せんと欲す」とまで遺言した
街・津和野に足を延ばした。
旧宅は一度移築されたものを再び
当地に戻したものであり、「国史
跡」に指定されている。隣接した
記念館では一貫して「人間 森鷗
外」にスポットを当てており、ド
イツ留学により、当時としては最
新の教養と見識を身につけた彼は、
家庭内の問題に悩みつつも文学界、
医学界、そして軍においても様々
な因習と闘っていた様子を感じた。
森先生ゆかりの地を訪れ、軍医と
文学者、私と公、都会と故郷、そ

して、伝統と革新など相対する
「二生」を様々な葛藤を抱えなが
ら生きた、彼の人間性に触れるこ
とができ、しばし感慨に耽った。

森鷗外旧宅。旧宅に隣接した記念館では
遺品や直筆原稿などが展示されている

12月21日、杉山雄大室長が、日本公衆衛生学会から奨励賞
を受賞しました

受賞題目は「レセプト等を用いた
医療政策研究、国民向けの疾患情
報発信、我が国における将来の公
衆衛生組織の在り方の検討」です。
受賞理由は、NCGMで行っている
レセプト研究や糖尿病情報セン
ターからの一般向け情報発信、こ
れらについての6NC連携の推進な
どが評価されたものです。
杉山医療政策研究室長は「レセプ
ト（診療報酬明細書）情報等を用
いて疾患の動向や診療の実態を把
握し改善につなげること、わかり
やすく疾患情報を発信することは、
NCが率先して取り組むべき事業と
して位置付けられており、これら

の取り組みが評価されたことを嬉
しく思います。これからもNCGM
や他のNCの皆さんと緊密に連携を
とって取り組んでいきたいと
思います」
と力強く語
りました。
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国際医療協力局の横堀雄太医師が「2021年度日本国際
保健医療学会 奨励賞」を受賞しました

国際医療協力局運営企画部・保健
医療協力課の横堀雄太(よこぼりゆう

た)医師が奨励賞（主催：一般社団
法人日本国際保健医療学会）を受
賞しました。本賞は、国際保健医
療分野で優れた研究、活動を行っ
た若手研究者を顕彰する賞です。
受賞論文では、ザンビア共和国に
おける到着時死亡症例の死因につ
いて、自動口頭剖検プログラム
(SmartVA)により同定し、死因と
死亡診断書に記載された死因を比
較することでその同定率を評価し

ました。このなかで、横堀医師は
死亡登録システムを強化するため、
SmartVAが活用できる可能性を示
唆し
まし
た。

国際医療協力局グローバルヘルスレポート
在外職員奮闘記！！ セネガル国 Vol.6

セネガル保健社会活動省官房技術顧問

国際協力機構（JICA）保健行政アドバイザー 野田 信一郎 (医師)

日本はこれまでセネガル保健社会
活動省官房に技術顧問を6名派遣
しており、うち4人が国際医療協
力局からの派遣です。官房は同省
最上階にあり6名の技術顧問がい
ますが、外国人は私だけで日本と
の二国間協力を担当しています。

セネガルは日本の協力において重
要な国であり、準備中のものを含
めると大小30近い案件が動いてい
ます。それらがうまく実施される
よう日本とセネガル双方を支援す
るのが私の主な仕事です。同省の
様々な委員会や活動に参加して、
この国の政策・制度・取り組みと
その課題を理解するようにしてい
ます。自分の専門分野であれば技
術的助言も行います。

また、WHOなどの国際機関や他
国の援助機関との連携・調整も大
切な仕事です。

写真：保健社会活動省執務室にて（筆者）

横堀医師とザンビア保健次官
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/32
272924/（受賞論文）

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/32272924/
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国際医療協力局グローバルヘルスレポート
在外職員奮闘記！！ モンゴル国 Vol. 7

国際協力機構（JICA）モンゴルにおける医師及び看護師の卒後研修強化プロジェクト

チーフアドバイザー馬場 俊明 (医師)

国際医療協力局から職員が派遣さ
れている国の中で唯一、日本より
も北にある国、モンゴル。首都の
ウランバートルは、11月中でも
マイナス20℃を下回る日が珍し
くありません。私は、この地で、
卒後研修強化を行うプロジェクト
の第2フェーズを2021年から実施

しています。
モンゴルではこの半年ほど多数の
新型コロナウイルス感染者が報告
されており、対面の研修や出張、
会食に制限のあるなか、様々な組
織の方々との関係を築くのは容易
ではありませんが、何とか予定通
り開始1年以内に活動計画を策定
することができました。
今後は特に、日本のいわゆる初期
研修にあたる研修の普及と質の改
善や、地方の一般医の地域定着や
キャリア構築の支援に注力する予
定です。

写真：保健開発センターの仲間と一緒に

地方の研修病院の中間評価に行った時の

一コマ（後列右から2人目 馬場医師）

国際医療協力局の駒形朋子看護師が「第41回日本看護科
学学会学術集会」で「優秀口演発表賞」を受賞しました

国際医療協力局・運営企画部・保
健医療開発課の駒形朋子(こまがた

ともこ)看護師が「優秀口演発表
賞」を受賞しました。演題は「AI
やロボットとのワークシェアを視
野に入れた看護業務の実態調査
―COVID-19感染症の影響に着目
してー」です。
駒形看護師は「調査にご協力くだ
さった看護職の皆様に心より感謝
するとともに、将来にわたって

人々の健康を守れる看護サービス
を可能にするために研究と社会実
装に励みた
い」と話し
ています。

駒形看護師
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国際医療協力局グローバルヘルスレポート
在外職員奮闘記！！ ラオス人民民主共和国 Vol.8

国際協力機構（JICA）ラオス持続可能な保健人材開発・質保証制度整備プロジェクト

長期派遣専門家菊池識乃 (看護師)

私は、2021年7月に看護教育・看
護管理専門家としてラオスに赴任
しました。プロジェクトでは、保
健医療人材の免許登録制度の創設
を支援しており、その中で私は、
看護師国家試験合格者に対する1

年間の臨床研修プログラムの運営
に携わっています。間もなく、首
都ビエンチャンにある中央病院で
第1期研修プログラムが開始され
ます。これは、ラオスの看護関係
者にとって新たな挑戦の始まりで
あり、これからも解決すべき課題
はたくさん出てくると思いますが、
看護師を志した多くの若者が臨床
現場での素敵な第一歩を踏み出せ
るよう、ラオスの方々と一緒にラ
オスの看護の未来を考えていけた
らと思っています。

（写真：研修開始準備のため病院を訪問
した際の様子（左端 菊池看護師））

11月18日、モンゴルのリハビリ学会が主催するセミナー
でリハビリテーション科藤谷順子診療科長が講演しました

Rehabilitation considerations
during the COVID-19 outbreak
をテーマにWEBセミナーが開催さ
れました。モンゴルでは、新型コ
ロナウイルスに感染した後、リハ
ビリを必要とする方々への対応が
大きな問題となっています。
藤谷科長は「NCGMにおける新型
コロナウイルス流行下でのリハビ
リテーションの取り組み」をテー
マに講演しました。150名を超え
るリハビリテーション関係者が参
加し、活発な議論が行われました。
NCGMはモンゴルにおける医療人
材の育成支援のため、JICAの技術

協力プロジェクトを通して、延べ
21名の長期・短期専門家を派遣、
さらに6回にわたりモンゴルから
研修を受け入れています。その功
績に対し、2017年にはモンゴル
国保健省から、NCGMに勲章が授
与されています。
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1月１7日、医学界新聞に飯山達雄インターナショナルトラ
イアル部長が寄稿しました

「国境を越えて臨床研究を支援する」と題し、
臨床研究センターインターナショナルトライア
ル 部 が グ ロ ー バ ル ヘ ル ス の 領 域 か ら ARO
（Academic Research Organization)を担っ
ていることを紹介しました。“ARO”とは研究機
関や医療機関等を有する大学等がその機能を活
用して、医薬品開発等を臨床研究・非臨床研究
を支援する組織を指します。臨床研究・臨床試
験において重要な役割を果たします。

飯山部長は「グローバリゼーションによって希
少疾患などの研究開発の国際協力が進む一方で、
感染症が拡大しやすい環境となっている。希少
疾患も感染症のパンデミックも、その解決には
各国の協働が必要。国際協力を担う研究機関と
して国内外と協力し、グローバルヘルスに貢献
できるよう努めてまいりたい」と結びました。

1月17日、週刊医学界新聞に国際医療協力局永井真理医師
が掲載されました

同紙の新春紙上座談会『グローバ
ルヘルス再興戦略～誰一人取り残
さない』に、永井医師と地域医療
機能推進機構 尾身茂理事長、グ
ローバルファンド 國井修戦略・投
資・効果局長（収録当時）、国境
なき医師団日本 久留宮隆会長の4

名が参加しました。
「ユニバーサル・ヘルス・カバ
レッジ（UHC）実現のために必要
な 視 点 と は 何 か 」 に つ い て 、
UHC実現に向け最前線で取り組ん
できた4人それぞれの出席者から、
未来を担う若手医師への期待が語
られました。
永井医師からは、UHC達成は、決
して一人ではできないこと、保健
医療分野だけではなく、経済産業
分野など、多くの領域との「横の
連携」が必要であることなどが語
られました。

※出典：週刊医学界新聞3453号

https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2022/3453_01

※記事は以下からご覧いただけます。

https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2022/3453_01
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初期研修を振り返って 研修医2年目・杉田明穂

私たちの代は、COVID-19流行後
に入職した初めての研修医です。
制約の多い中、互いに助け合い、
厳しい状況を乗り越えてくること
ができたと思います。研修中は、
患者さんや一緒に働く方々の信頼
を得るべく病棟を奔走する日々で
した。

代々続く研修医勉強会の企画・発
展にも同期と取り組み、会は年内
既に50回目を迎えました。レジデ
ントの先生方による講義や、今年
から始めた2年目主体のNEJM掲載
症例勉強会など内容は多岐にわた
ります。時節柄オンラインと会議
室のハイブリッド開催とし、
見逃し配信も導入しました。

さらに、先日はハーバード公衆衛
生大学院の先生との共著論文を出

版したほか、当院のCOVID-19基
金の奨学生として、ロンドン大学
衛生学熱帯医学大学院のオンライ
ンコースを受講する貴重な機会も
いただきました。

充実した研修生活を送ることがで
きたのは当院の環境があってこそ、
です。

研修中、熱心なご指導をいただい
た先生方、折々でお力添えを賜っ
た病棟・外来スタッフや事務の
方々には、心より御礼申し上げま
す。来年度以降はDCC所属のレジ
デントとして引き続き研鑽に励ん
でまいります。

研修医の窓

勉強会で、レジデント
の西澤先生を囲んで
（筆者は前列右）

患者さんが描いて
くださった似顔絵
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NCGM研修医による、小児病棟クリスマスコンサートを
開催しました 研修医1年目・浅妻和樹

2021年12月21日小児病棟にてク
リスマスメドレーやアンパンマン
マーチを含む5曲を演奏しました。
当日は、12名の小児患者さんはじ
め、10名の付き添いご家族や30
名の病棟スタッフが参加しました。
プレイルームで演奏したほか、感
染症などがあり病室から出られな
い子どもたちのためには、各々の
病室で演奏しました。
今回の演奏会は多くの研修医に
とって大きな挑戦で
した。なかには10
年以上楽器を弾いて
いなかった人や、今
回初めて他の人と一
緒に演奏する人もお
り、半年間の練習を
積んで本番を迎えま
した。演奏会当日、
私たちはありったけ
の気持ちを込めて、
音を届けました。

子どもたちだけでなく、そのお父
さんお母さん、小児病棟スタッフ
の皆さんが目を輝かせて聴いてく
ださっている姿を見て、私はとて
も胸が熱くなりました。

今回の演奏会を行うにあたり、温
か い ご 支 援 を い た だ き ま し た
NCGM関係者の皆様にこの場をお
借りしまして厚く御礼申し上げま
す。

研修医の窓

後列左から、越智航、志村侑美、郎佳慶、浅妻和樹、窪田成悟
前列左から、三浦麻利衣、若槻実祐、藤本華奈、田辺伶奈、三村海渡
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11月19日、戸山地区で大規模災害訓練を行いました

NCGMでは、災害発生時にどう対
応するか、毎年訓練を行っていま
す。今回は休日に近隣の「箱根山
大学」で爆発があったとの想定で
行われました。

←災害発生第一報を受けて、防災
センターに、災害対策本部を立ち
上げました。すぐに今回管理当直
役の森岡医長が本部長を務めます。
←今回内科勤務医役の稲垣医長が
被災状況、被害者の受入状況、各
ブースの状況などをホワイトボー
ドに記入していきます。手前の模
造紙は、対策本部組織図です。付
箋をつけて、担当者名を記載して
いきます。
↙杉山センター病院長が災害対策
本部に到着、森岡医長から本部長
を引き継ぎます。
今回のシナリオ：

消防庁から連絡あり「災害レベル2
宣言。爆弾とのこと、放射線災害
の危険あり」
本部「除染対応をするよう指示」
都から連絡あり「負傷者250名の
受入要請」
本部「トリアージを指示」。
↓国際医療協力局員（ピンク）は、
情報収集に当たりました。
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中等症者に対応する黄色ブース

負傷者受け入れを行うトリアージブース

👈iPadで、各
ブースをつな
いで連携をと
ります。

重症者に対応する赤色ブース

軽症者に対応する緑色ブース

【杉山院長講評】「情報をいかに
伝えるか、イントラネットを整備
して、もっと院内のネットワーク
を活用できるのではないかと感じ
ました。また、トランシーバーの
ようなアナログな機器も重要であ
り、常時使えるように整備してお
く必要があります。今回のような
CBRNE災害のような場合、犯人や
テロリストが病院に入る可能性も
あり、その備えも重要です。課題
も見つかり、とても有用性の高い
災害訓練であったと思います。」

【参加者で振り返りのセッション】

杉山
センター
病院長

👉

CBRNEとは、[化学：Chemical]、[生物：
Biological]、[放射性物質：Radiological]、[核：
Nuclear]、[爆発物：Explosive]を指します。
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11月17〜18日、国際感染症センターは、西太平洋地域を
対象としたGOARNオンライン研修を開催しました（寄稿）

2021年９月、中村安秀NCGM理事が、「海をわたった母
子手帳」を上梓しました

日本WHO協会理事長でもある中
村理事は、1986年にJICAからイ
ンドネシアに派遣され、現地での
診療を通じて母親と子どもの医療
情報を一元的に把握できる日本の
母子手帳が有効であることに着目
しました。現地向け試作版を88年
に作成し、同国政府が97年に正式
採用しています。
９月、中村理事*は『海をわたっ
た母子手帳』を上梓しました。
日本で生まれた母子手帳は、今や
世界中に広まっています。母子手

帳は世界50カ国以上に広まり、国
際会議も開かれるまでになりまし
た。
貧しい国の母と
子のいのちを守
りたい‒小さな
手帳が生んだ、
大きな奇跡の物
語です。
*中村理事は2022年
3月でNCGM理事を
退任されます。

本研修は、国際感染症のアウトブ
レイク発生時にGOARN（Global

Outbreak Alert Response Network）

の国際ミッションで感染予防管理、
およびケースマネジメントの専門
家として活躍できる人材育成、能
力強化を目的に開催されました。
本年は豪州、シンガポール、フィ
ジーからも参加がありました。
GOARNのミッション上、現場で
直面するようなシナリオに基づく
ケース・スタディのグループワー
クや、感染予防管理やケースマネ
ジメントの専門家としてGOARN
派遣経験のあるWHOと日本の専
門家による経験共有のセッション
などでプログラムが構成され、大

変充実した研修内容となりました。
海外でGOARNを通じて国際感染
症対策に貢献する熱意のある31名
の受講生達の積極的な参加を得て、
盛況のうちに終了しました。研修
受講生の中から、国際感染症のア
ウトブレイク対策の第一線で、
GOARNの国際ミッションの一員
として活躍できる次の専門家が輩
出されることを期待しています。

旬報社 2021年9月

企画・発行：
NCGM 広報企画室 バックナンバーはこちらからご覧いただけます。
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